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高校生 

模試の ろ い は 



  
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現状の実力を 
知ることができる 

目標となる入試までは、長期的な学習が必要になります。

入試までに定期的に模試を受けることで、模試の偏差値

や判定などを目標にしながら、スモールステップで学習に

のぞむことができます。 

 

 

実際の入試は、定期テストの試験時間よりも長時間にわ

たります。 

入試の時間にあわせて作られている模試を受けること

で、長時間集中する力が身についてきます。 

また、会場で受験することで試験独特の緊張感にも慣れ

ることができます。 

本番に近い状況を 
作ることができる 

模試を受けよう！ 模試のメリット 

どんな模試があるの？ 

1 
模試は、定期テストと違って出題範囲が広く、直前に丸暗記を

してのぞむことができません。そのため、自分の実力が結果に

反映され、得意分野や苦手分野を明確に見極めることができ

ます。また、順位や点数、偏差値、志望校の合格判定などとい

った客観的なデータも出るので、自分の現在の位置を確認す

ることにも役立ちます。 

 

２ 

受験までの 
目標として活用する ３ ４ テストは 

記憶の定着を促す 
 

脳科学的な視点からみると、記憶の定着を促すためには、暗

記をすることよりも、テストをした方がより効率的との研究

結果がでています。 

また、模試は単元がバラバラに出題されますので、問題の種

類を見分ける力を養うことができます。 

 

模試の種類 

共通テスト模試 

(マーク式) 

大学入学共通テストや、マーク式を中

心とする私大に対応した模試 

記述模試 

(記述・論述式) 

国公立２次試験や記述問題が出題され

る私大に対応した模試。指定のマーク

式模試と併せての判定も可能 

大学別模試 

各大学の出題傾向にあわせた、本番と

同一形式で行われる模試。難関大対応

のものが多い 

 

模試の特徴 

全統模試 
高校での採用率が高く、受験者が多い

模試。難易度は標準的 

駿台模試 
全般的に他の模試に比べて問題が難し

いと言われている 

進研模試 
高校での採用率が高い模試。個人の申

し込みはできない 

京進 

統一テスト 

京進主催の模試。各校・教室で申し込み

ができる 

 

模試は志望校や目的にあわせて様々なタイプのものが用意されています。また、模試によって母数や問題の難易度などが異なります。以下に

代表的な模試の種類と特徴について確認してみましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

模試選びに困ったら 

模試にも「全統模試」「進研模試」など様々あります。それぞれ申込方法や特徴も異なります。自分の目標や現状にあわ

せて、受けやすい模試を選び、定期的に受けるようにしましょう。 

それでも迷うという場合には、学校で受けることができる模試をまず選んでみましょう。 

国公立大、私大のいずれの志願者にも受けてもらいたいのが「マーク式模試」です。国公

立大受験で必要な共通テストはマーク式ですし、私大の多くも選択式(マーク式)の試験方

式をとっているからです。マーク式模試をベースにして、足りないものを付け足していく

感じで決めていくとよいでしょう。 

 

国公立大や記述問題が出題される難関の私

大志願者は記述模試も受験しましょう。 

また、難関の国立大を受験する場合は大学

別の模試の受験もおすすめします。 

 

模試が終わったら

模試からは、偏差値や合格判定など、客観的なデータを得ることができます。 

しかしそれで終わらせてしまってはいけません。どの問題ができなかったのかを知り、それを

どう克服するかを考えましょう。模試は受けること自体が目的ではなく、苦手分野を発見・克

服することが重要です。 

できなかった問題をやり直すのは辛い作業かもしれませんが、まずは模試の自己採点を行い、

模試のやり直し・類題の演習などを行いましょう。問題の内容が頭に残っている早い段階で行

うことが有効です。 

 

➊メインの模試を決めよう

❷マーク式の模試をベースに 

自分の志望校に対応した模試を受けよう 

 

自己採点と復習をしてこそ受ける意味がある  

共通テストでは、自己採点をした結果からど

の大学に出願するかを決めなければなりま

せん。自己採点の結果が実際の得点と大き

く異なってしまうと、大学進学に大きな影響

を及ぼします。 

模試の段階から練習をしておきましょう。 

 

入試直前にもう一度解いてみよう

➊ 科目ごとにノートを用意します 

❷ ノートの左側に模試のコピーを貼り付け 

  間違えた問題に★マークなどわかるように印をつけます 

❸ ノートの右側に間違えた問題のやり直しを行います 
 

※入試直前や次の模試を受ける前にノートを見返して 

  もう一度復習することで効果をさらに上げることができます 

 

模試復習の仕方(例)

模試は終わったからといって捨ててしまってはいけません。模試の問題と解説は教科ごとにファイルに整理し、いつでも取り出せるようにして

おきましょう。模試はその年の大学入試の傾向にあわせて作成されています。 

入試の直前にはもう一度解き直して、確実に得点できるようにしておきましょう。 

 

成績表はスクール・ワンの先生に見せよう！

模試の成績は、今後の受験校選びや学習計画を立てる上での重要な資料になります。 

模試の成績表が返却されたら、すぐにスクール・ワンの先生まで持ってきてください。 



 
 
 
 
 
  

高校生模試一覧

申込方法・受験料 

2026 年４月時点での情報です。 

申込の際はホームページ等で 

必ずご確認ください。 



  



  



 
 
 
 
 
 
 
 
  

各種模試
2026 年４月時点での情報です。 

申込の際はホームページ等で必ずご

確認ください。 
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